
認証評価制度って何ですか？

介護事業者の人材育成や働きやすい職場づくり等に関する取組について、一定の基準
を満たした事業所に「認証」を付与してその取組を「見える化」することで、職員の
職場定着を推進するとともに、社会や地域に向けてその魅力を発信していく制度です。
厚生労働省が積極的な実施を奨励したこともあり、全国的に導入が進んでいます。

第三者評価制度や、情報公表制度がありますが、
これらの制度とはどう違うのですか？

制度の目的が介護職員の人材確保・定着となっていること等、様々な違いがあります。
また、法的に位置づけられたものではなく、あくまでも北海道独自の制度として介護
サービス事業者の皆様の人材確保・定着に向けた取組を公表していくものです。

区 分 第三者評価制度 情報公表制度 認証評価制度

目 的
・サービスの質の向上
・利用者による適切なサービス選択

・利用者による事業所の適切な選択 ・介護職員の人材確保・定着

根 拠 ・社会福祉法第78条第1項 ・介護保険法第115の35～44

主 体
・都道府県の認証を受けた民間の評価機
関

・報告：介護ｻｰﾋﾞｽ事業所
・公表：情報公表ｾﾝﾀｰ
・調査：都道府県

・北海道
・道の委託を受けた機関

対 象 ・福祉サービス全般 ・介護サービス事業所 ・介護サービス事業所

実 施 ・任意 ・義務（調査は必要に応じて随時） ・任意

開 示 ・任意 ・義務 ・北海道が認証事業者としてPR

流 れ
契約→自己評価→調査→公表→業務改
善

ｾﾝﾀｰから通知→報告→公表（WAM NET）
→随時・定期更新

参加宣言→取組→認証申請

効 果

・事業所→客観的視点からの課題把握
・利用者→ｻｰﾋﾞｽの質的把握・享受

・事業所→他事業所取組の把握
・利用者→事業所の比較検討が可能に

事業者→認証事業者としてPRされ、選ばれ
る事業者へ
職員→ますます働きやすい職場となり、定
着率が増加
求職者→働きやすい職場を選択し求職活
動が出来る
道民→安心して質の高いサービスを受け
ることのできる事業所の理解・選択

「北海道 働きやすい介護の職場認証制度」の制度構築を進めています

北海道における認証評価制度



認証評価制度はどのような仕組みですか？

認証評価制度が行われることで、北海道の介護業
界はどのようになるのですか？

北海道では、働く職員にも、学生・求職者にも、利用者・家族にも良い効果がもたらされ
ることを期待しています。既に認証評価制度を導入している都府県では、認証を取得した
ことをきっかけに採用が増えた、ご家族からの信頼が増したという声が事業者の皆様から
聞かれています。

現在、都府県で実施されている認証評価制度の仕組みなどを参考にしながら、北海
道独自の制度となるよう、制度構築を進めています。
国の調査事業で紹介されている一般的な仕組みは以下のとおりです。
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参照：『人材育成等に取り組む介護事業者の認証評価制度の運営にかかるガイドライン』
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詳しくはホームページをご覧ください https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/khf/65761.html


